
平成２８年１月吉日 
関 係 各 位 

（社）国際空手道連盟 極真会館 世界総極真 西岡道場 
大会実行委員長  西岡成則 

第２回 兵庫県空手道選手権大会（第７回 極真 神戸大会） 
（社）世界総極真 チャンピオンシップ大会選抜大会 

開催について（選手募集のご案内） 
寒冷の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

平素は、当道場運営に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 さて、武道空手道の普及発展及び、派閥、各流派を超えての親睦交流、青少年の健全育成を目的として、「第２回

兵庫県空手道選手権大会 第７回 極真 神戸大会」を開催する運びとなりました。 
 つきましては、別添のとおり出場申込書等を送付いたしましたので、日頃の精進並びに稽古の集大成の場として、

本大会に多数参加下さいます様ご案内申し上げます。 
                                          敬具 

 
記 

 
１・日  時： 平成２８年６月１１日（土） 

            午前９時集合（受付・計量） 
            午前９時３０分 開会式 

午前１０時開始 
２・会  場： 兵庫県立文化体育館 本館多目的ホール 

            神戸市長田区蓮池町１－１  ＴＥＬ（０７８）６３１－１７０１ 
３・参加費 ： 小、中学生初心クラス・初級クラス ５，０００円 

チャンピオンシップ大会選抜・シニア・一般 ７，０００円 
４・申込締切： 平成２８年４月日３０（土）必着で有効 

           （所属流会派など各団体一括で参加費と共に現金書留にて送付願います。） 
５・送付先 ： 〒658-0027 神戸市東灘区青木５－４－１５－３０３ 

           極真会館 西岡道場 大会事務局 宛 
           ＴＥＬ／ＦＡＸ（０７８）４３５－１４５７携帯：０９０（８９８５）８１０８ （西岡） 
     ６・注意事項 
            ※２０１６年チャンピオンシップ大会の権利はベスト４（初心・初級の部は除外） 

※初心クラスは初試合・未勝利の選手が優先（良識で判断をお願いします） 

※初級の部は無級及び１０段階の３級、５段階で２級まで（極真の緑帯まで） 

              但し、色帯は各種の大会で優勝、準優勝の経験の無い者とする。（道場内の交流戦は除く） 

※ゼッケンは当日受付時にお渡しします。 

※選手へのお弁当はありません。昼食は各自ご用意ください。 

※申込後の参加料はいかなる理由があろうと返金は致しません。 

※申込書不足の場合はコピーにて対応くださいますようお願いいたします。 

※怪我をした場合の保険は各自で加入している保険でお願いします。 

※申込選手の数により、クラスの統合、廃止があり得ますのでご了承下さい。 

 尚クラスの統廃合の連絡の都合上、連絡先の記入は確実にお願いします。 



 
 
試合規約 

      （社）国際空手道連盟 極真会館 世界総極真 西岡道場 
 
●国際空手道連盟ルールに準ずる 
●試合時間 （別紙参照） 
●防  具 （別紙参照） 
●着  衣 清潔な空手衣を着用すること。男子は道着の下の着衣は認めない。 
       ピアス等のアクセサリー着用の選手は出場を認めない。主催者が用意したゼッケンを背中中央に貼り付けること 
●勝  者 一本勝ち、判定勝ち、相手の反則ないし失格による勝ちより判定される。 
●一本勝ち ①反則箇所を除く部分への突き、蹴り等で瞬間的に効かし３秒以上相手が立ち上がれない時、または戦意を喪失さ 
       せた場合。 
      ②技あり２つで合わせて一本となる。 
●技あり  反則箇所を除く部分への突き・蹴りなどを決め、そのダメージにより一時的動きが止まった時、または大きく崩れ 

た場合。足掛けまたは前蹴りや下段の合わせ技で相手をきれいに倒したときは技ありとする。 
●判  定 ①一本勝ち、失格がない場合は、主審・副審のうち、過半数の審判の判定できめる。判定が決まらない場合は延長 
       戦を行う。 
      ②軽量級の申請体重を超えて出場した選手については、３ｋｇ未満は注意１ 

３ｋｇ以上５ｋｇ未満は減点１を与えた形で試合を開始する。５㎏以上は失格とする。 
●反  則 ①手技による首から上へ（首を含む）の攻撃。 
      ②金的蹴り・頭突き。 
      ③倒れている相手に当てる攻撃。 
      ④背後からの攻撃。 
      ⑤拳底押し・正拳押し、つかみ、投げ、手掛け・クリンチ。 
      ⑥技の掛け逃げ。（蹴ってすぐに倒れることを繰り返す） 
      ⑦何度も場外に逃げた場合。 
      ⑧その他、審判が特に反則とみなした場合。 
      ⑨反則は悪質なものを除き注意が与えられる。悪質な反則の場合、減点及び失格もありうる。 
      ⑩注意２回で減点となる。 
●失  格 ①減点を２回重ねたとき。 

②試合中に、審判の指示に従わないとき。 
      ③出場時刻に遅れたり、出場しないとき。 
      ④粗暴な振る舞いや悪質な試合態度とみなされたとき。 
      ⑤応援態度が悪質で目にあまるときは選手の減点または失点もありうる。 
      ⑥当日の計量により、軽量級の規定体重を超えているとき。 
●その他  ①判定に対する抗議は一切認めません。 
      ②出場申込書に記入内容誤りがあった場合（学年・年齢・級位等）は、失格となりうることがある。 
 

※ 大会医師の許可のないテーピングの使用は認めない。 
 



第２回 兵庫県大会（第７回 極真 神戸大会） 

出 場 申 込 書 
大会実行委員長 殿 

私は、下記のとおり、本大会のルールに従い、正々堂々と戦うことを誓います。また、試合中、負傷や事故を生じた場合、主催者

に対し、責任を一切問わない事を誓約致します。 

平成    年    月    日 

所属流派・会派名                 

 

選手氏名                   印             保護者氏名              印  

フリガナ   

男・女 

生年月日 昭和・平成  年  月  日    歳 

選手氏名  連絡先 （      ）     － 

選手住所 〒    －     

 

身長 cm 体重 ㎏ 

段・級位 段・級 修行年数 年    ヶ月 

出場希望クラスを○で囲む（学年・性別・体重別クラス等の記入間違いは失格になります） 

１・幼年部・年長（男女混合） 

２～５  小学１～４年男子の部     小学     年生 

６ ・ ７ 小学５年男子・軽量（３６㎏未満） ・ 重量（３６㎏以上） 

８ ・ ９ 小学６年男子・軽量（４２㎏未満） ・ 重量（４２㎏以上） 

１０～１５ 小学１～６年女子の部    小学     年生 

１６ ・ １７ 中学１年男子・軽量（５０㎏未満）  ・ 重量（５０kg 以上） 

１８ ・ １９ 中学１生女子・軽量（４５㎏未満）  ・ 重量（４５㎏以上） 

２０ ・ ２１ 中学 2・3 年男子・軽量（５５kg 未満）  ・ 重量（５５kg 以上） 

２２ ・ ２３ 中学 2・3 年女子・軽量（５０kg 未満）  ・ 重量（５０kg 以上） 

２４ ・ ２５ 高校 1 年男子・軽量（６０kg 未満 ）  ・ 重量（６０kg 以上） 

２６ ・ ２７ 高校１年女子・軽量（５０kg 未満）   ・ 重量（５０kg 以上） 

２８ ・ ２９ 高校 2・3 年男子・軽量（６５kg 未満）  ・ 重量（６５kg 以上） 

３０ ・ ３１ 高校 2・3 年女子・軽量（５５kg 未満）  ・ 重量（５５kg 以上） 

 

 

 

（確認の為ご記入下さい） 

出場クラス番号      番 クラス名              

３２～３７・ 小学１～６年生男子初心の部   小学     年生 

３８～４３・ 小学１～６年生女子初心の部   小学     年生 

 

４４～４９・ 小学１～６年生男子初級の部   小学     年生 

５０～５５・ 小学１～６年生女子初級の部   小学     年生 

５６ ・ ５７ 中学男子・初級・軽量（５０㎏未満）  ・ 初級・重量（５０kg 以上） 

５８ ・ ５９ 中学女子・初級・軽量（４５㎏未満）  ・ 初級・重量（４５㎏以上） 

６０・６１ シニア（35 歳以上）男子・初級・軽量（７０kg 未満）・初級・重量（７０kg 以上） 

６２・６３ シニア（35 歳以上）女子・初級・軽量（７０kg 未満）・初級・重量（７０kg 以上） 

６４ ・ ６５ 一般女子・初級・軽量級（５５kg 未満）  ・ 初級・重量（５５kg 以上） 

６６ ・ ６７  一般男子・初級・軽量（７０kg 未満）  ・ 初級・重量（７０kg 以上） 

６８・６９ シニア（35 歳以上）女子・上級・軽量（７０kg 未満）・上級・重量（７０kg 以上） 

７０ ・ ７１  一般女子・上級・軽量級（５５kg 未満）  ・ 上級・重量（５５kg 以上） 

７２・７３ シニア（35 歳以上）男子・上級・軽量（７０kg 未満）・上級・重量（７０kg 以上） 

７４ ・ ７５  一般男子・上級・軽量級（７０kg 未満）  ・ 上級・重量（７０kg 以上） 

 

（確認の為ご記入下さい） 

出場クラス番号      番 クラス名               

過去最新の大会出場・入賞歴を一つ必ず記入してください   ｛２０１６年チャンピオンシップ大会権利｝  

                                         持っている   持っていない （○を付けてください） 

                                                      大会 （成績）        

＊１～２９のチャンピオンシップ大会の権利はベスト４です。 

＊連絡先：ＦＡＸ                            Ｅ－ｍａｉｌ：                              

  （選手の確認の為、必要になります。必ずご記入ください） 

 

＜別 紙＞ 



 

 

 

 

■ 試合時間 

 
本  戦 延  長  戦 準決勝戦から再延長あり 

幼年の部 １分 ３０秒  マストシステム ３０秒  マストシステム 

小・中学生の部 １分３０秒 １分  マストシステム １分  マストシステム 

高校生の部 

シニアの部 
２分 １分  マストシステム １分  マストシステム 

一般女子の部 

一般男子の部 
２分 ２分  マストシステム ２分  マストシステム 

 

 

■ サポーター 

 
ヘッドギア 

脛 

サポーター 

拳 

サポーター 
金的カップ 

膝 

サポーター 

胸ガード 

（女子のみ） 

幼年の部 

小学３年生以下 
○ ○ ○ ○（女子△） ○ △ 

小、中学生の部 

高校生の部 
○ ○ ○ ○（女子△） ○ △ 

一般男子・女子・初級 

シニアの部 
× ○ ○ ○（女子△） ○ △ 

一般女子・上級 × × × ○(女子△) × △ 

一般男子・上級 × × × ○ × × 

 

【○＝着用義務、  ×＝着用不可、  △＝着用自由 （希望者のみ） 】 

 

※ ヘッドギアは、主催者側が用意します。それ以外は、選手各自が用意すること。 

※ 拳サポーターは布製、皮製のどちらでも良い。（但し、極端に薄い生地の物は認めない） 

※ 脛、膝サポーターは布製の物とする。 

※ 胸ガードは、各自用意すること。（女子のみ）。（胸のみの物・腹までの物は認めない） 

※ 小学３年生までのクラスで、脛サポーターが膝を完全に覆っている場合は、膝サポーターを着用しなくても良い。 

※ 初心のクラスは初試合、未勝利者を優先（良識で判断してください） 

※ 初級の部は無級及び１０段階の３級、５段階で２級まで（極真の緑帯まで） 

 但し、色帯は各種の大会で優勝、準優勝の経験の無い者とする。（道場内の交流戦は除く） 


